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平成２７年生駒市教育委員会第６回定例会会議録 

 

１ 日 時 平成２７年６月２２日(月) 午前９時～午前１０時６分 

 

２ 場 所 生駒市役所 ４０１・４０２会議室 

 

３ 審査事項 

(1) 報告第１１号 平成２７年度幼稚園訪問の結果について 

(2) 議案第２３号 生駒市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定に

ついて 

(3) 議案第２４号 平成２７年度生駒市教育委員会の活動の点検及び評価について 

(4) 議案第２５号 生駒市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

 

４ 出席委員 

教育長  中 田 好 昭      委 員（教育長職務代理者）山 本 吉 延 

委 員  村 田 浩 子      委 員  飯 島 敏 文 

 

５ 事務局職員出席者 

教育総務部長    峯 島   妙    生涯学習部長    奥 畑 行 宏 

教育総務課長    真 銅   宏    教育指導課長    吉 村   茂 

学校給食ｾﾝﾀｰ所長  奥 田   茂    図書館長      向 田 真理子 

ｽﾎﾟｰﾂ振興課長    杉 浦 弘 和    こども課長     吉 川 和 博 

教育総務課課長補佐 藤 本 清 夫    教育総務課課長補佐 井 上 博 司 

教育指導課課長補佐 吉 川 祐 一    生涯学習課課長補佐 錦   好 見 

ｽﾎﾟｰﾂ振興課課長補佐 黒 松 裕喜伸    教育総務課（書記） 松 井   恵 

 

６ 傍聴者 ４名 
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午前９時 開会 

○開会宣告 

 

○日程第１ 前回会議録の承認 

 

○日程第２ 会期及び会議時間の決定 

 

○日程第３ 諸般報告 

・７月の行事予定について、各部庶務担当課から報告 

（質疑） なし 

 

○日程第４ 報告第１１号 平成２７年度幼稚園訪問の結果について 

・平成２７年度幼稚園訪問の結果について、こども課、吉川課長から説明 

（質疑） 

村 田 委 員：高山幼稚園に在籍している外国籍の園児への対応はどのようになってい

るか。 

吉 川 課 長：職員も英語の学習に努めている。また、外国籍園児の保護者の方のほと

んどが奈良先端科学技術大学院大学の研修生であり、日本語を話せる方

が多いため、コミュニケーションは図れている。 

山 本 委 員：今回の訪問を通して、特に指導・助言した内容はあるか。 

吉 川 課 長：帳簿等の作成について、職員が人事異動した際の処理が一部不十分であ

ったため、指導を行った。また、日常の安全・防犯対策や衛生管理につ

いての意識の醸成などについて指導した。 

飯 島 委 員：俵口幼稚園及び壱分幼稚園の報告の中に、「ホームページ等でタイムリ

ーに情報を出す。」という内容があるが、これは園児の保護者に対して

の情報発信という理解で良いか。 

吉 川 課 長：そのとおり。保護者に対しての情報発信である。 

飯 島 委 員：全体的に、園児への配慮より保護者との理解を築くことに重点を置いて

いるようである。園児への指導方針に重点を置いている幼稚園はなかっ

たか。 

吉 川 課 長：園児への指導については、日頃からカリキュラムの中で対応しているた

め、園訪問では保護者対応や園運営の方法についての内容が多かった。 

村 田 委 員：以前、園訪問をした際には、エピペンの使用についての研修をしてほし

いというような緊急的な要望があったが、今回はどうか。 

吉 川 課 長：エピペンについては、昨年度研修を行ったため、使い方については各園

とも理解していた。アレルギー対応等についてもあまり意見はなかった。 

山 本 委 員：報告内容が人的・物的・運営管理中心になっているため、子どもがどう
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いう状況にあるのか、園の教育目標が達成されているのかなどについて、

もっと情報がほしい。今後の報告に期待したい。 

中田教育長：生駒台幼稚園と南幼稚園が仮設園舎で運営していることについて報告が

なかったが、円滑に運営できているか。 

吉 川 課 長：運営上のトラブルは聞いていない。南幼稚園の仮設園舎運営初日に視察

したところ、スムーズに登園できているようであった。安全面について

も、警備員を１名配置し対応している。 

審議結果 【報告のとおり承認】 

 

○日程第５ 議案第２３号 生駒市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の

制定について 

・生駒市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定について、教育総務

課、真銅課長から説明 

（質疑） なし 

審議結果 【原案のとおり可決】 

 

○日程第６ 議案第２４号 平成２７年度生駒市教育委員会の活動の点検及び評価に

ついて 

・平成２７年度生駒市教育委員会の活動の点検及び評価について、教育総務部、峯

島部長、生涯学習部、奥畑部長から説明 

（質疑） 

飯 島 委 員：学校訪問の際に、各校の学校図書館を視察したが、非常に明るくて蔵書

も充実している印象を受けた。また、スタッフがいる日が多く、子ども

たちが本に親しめるような環境づくりが有効に働いていると感じた。一

方、生涯学習部の図書館では、ビブリオバトルを開催したり、講演会な

どに話題の人物を招いたりして熱心に取り組まれている。学校教育と生

涯教育の両面で、今後も図書館事業をさらに発展させてほしい。 

山 本 委 員：この報告書の今後の扱いとしては、９月市議会に提出後、公表するとの

ことであるが、外部委員からの講評をいただく段取りなどの日程を教え

てほしい。 

真 銅 課 長：本日の会議で報告書の内容をご確認いただいた後、点検評価委員に報告

書を提出し、８月中旬までにご意見をいただく。そのご意見を加えた報

告書を８月定例会でご承認いただければ、９月市議会に提出し、ホーム

ページで公表する。 

山 本 委 員：もう一度、最終の原案が教育委員会の場に提出され、そこで承認したも

のが市議会に提出されるという理解で良いか。 

真 銅 課 長：そのとおり。８月定例会に再度原案を提出する。 

中田教育長：この定例会では、今ここで議題に挙がっている報告書を一旦可決すると
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いうことか。 

峯 島 部 長：今回は、報告書を点検評価委員に提出する前に、内容についてのご意見

をいただきたい。 

中田教育長：この場の結論としては、案を決定すれば良いか。 

真 銅 課 長：素案を点検評価委員に提出して良いかの議決をいただきたい。 

村 田 委 員：生涯学習について、初めは生きがいや仲間づくりを目的にしてきたが、

最近はステージが上がり、社会貢献や地域貢献に目標を持っていると思

う。生涯学習の推進に係る方針等の見直しについて、生駒市は検討して

いるか。 

奥 畑 部 長：平成１９年３月に策定した生涯学習推進基本方針を基に各事業を進めて

いるが、方針の見直しも今後の課題と考えている。 

山 本 委 員：議会へ提出する内容及び公表する内容はこの報告書すべてか。 

真 銅 課 長：そのとおり。この報告書１冊である。 

山 本 委 員：７ページ以降の各担当業務のページについて、「３成果と評価」の内容に

もう少し具体性を持たせてほしい。「２活動結果」は詳しく書かれてい

るが、その結果が自己評価として十分なのか不十分なのか、達成度など

を具体的に記載すると、書いてある意味が分かりやすい。すべてを指標

化するのは困難であるが、ご検討いただきたい。 

峯 島 部 長：内容を再度調整し、間に合わないようなら来年度からでも検討したい。 

中田教育長：では、本案件は継続審議ということで良いか。 

峯 島 部 長：点検評価委員には、毎年、ヒアリングをしながら熱心に評価をいただい

ており、分析をするのに時間が必要である。本日のご意見を踏まえ、こ

の後の内容の調整については事務局に一任いただき、点検評価委員に提

出させていただきたい。 

中田教育長：本日の意見を踏まえた調整を行い、点検評価委員からの評価を加えて、

再度８月の教育委員会に提出してほしい。 

審議結果 【継続審議】 

 

○日程第７ 議案第２５号 生駒市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

・生駒市スポーツ推進審議会委員の委嘱について、スポーツ振興課、杉浦課長から

説明 

（質疑） 

山 本 委 員：個人の方の委員への委嘱は、公開審議で良いか。 

杉 浦 課 長：指定管理者の代表として委嘱させていただくため、公開で良い。 

審議結果 【原案のとおり可決】 

 

○日程第８ その他 

・高山スーパースクールゾーン構想について、教育総務部、峯島部長から説明 
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（質疑） 

村 田 委 員：高山認定こども園について、５歳児は引っ越し等で環境が変わることに

なるが、子どもたちが最後の年度を楽しく過ごせるよう、また、保護者

にとっても混乱がないよう、配慮していただきたい。 

飯 島 委 員：５月、６月に生駒北小学校と生駒北中学校を訪問した。現在、あのあた

りの道路の拡幅工事を行っているようであるが、工事が北進してスクー

ルゾーンの交通量が増える予定はあるか。 

真 銅 課 長：県道に繋がるバイパスが今年度中に供用を開始されると、バイパスがメ

インの交通になると想定しており、中学校沿いの道路は地元の生活道路

として交通量は減る見込みである。通学路については、生駒北中学校の

県道側で一部歩道がない、または狭いところがあり、現在、郡山土木と

歩道の整備・拡幅について協議している。 

山 本 委 員：施設の名称について、今は（仮称）としているが、高山認定こども園の

「認定」に違和感がある。また、学校教育法が改正され、小中一貫校が

義務教育学校になったが、例えば生駒北義務教育学校という名称はあま

り良い響きではない。名称については決定事項か。もう少しなじみやす

い名称の付け方があるのではないか。学校教育法の改正趣旨からいえば、

今後、北地区だけでなく、他の地域でも小中一貫校が拡大すべきと考え

ており、名称について再度検討いただきたい。 

峯 島 部 長：法の改正に伴い整理が必要であると考えているが、まだ国から細則が出

てない中では、地域や保護者に混乱が生じる為、詳細が明らかになった

時点で説明を行う。あるいは、開校以降の名称改正でも良いかと考えて

いる。保護者、学校と十分に相談しながら、名称などの整理を進めたい。 

山 本 委 員：名称は学校のイメージとつながるため、検討をお願いする。 

中田教育長：義務教育学校については、改めて、教育委員会の場で協議をお願いした

い。 

 

・生駒市立学校の状況報告（中学生の不法侵入及び窃盗事案（NO.4））について、教育

指導課、吉村課長から説明 

≪ 個人情報を含む内容のため、非公開 ≫ 

 

○閉会宣告 

午前１０時６分閉会 


